
                                                                                                                             

江留中ふれあいサロンは“できることをできる人たちで”をテーマに、「気をつかわんと

いての」「みんなでできることをしてるだけやでの」「お互いさんやが」と声をかけ合い、

助け合う地域を目指して毎日継続的な取り組みをしています。そんなある日の様子です。

身に覚えのないハガキ、電話等は一人で判断せず、家族等に相談しましょう。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
柴
田
ト
ヨ
さ
ん
の
詩
集
「
く
じ
け
な
い
で
」
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
九
十
九
歳
。

そ
の
詩
集
に
、「
九
十
歳
を
過
ぎ
て
出
会
っ
た
詩
作
で
気
づ

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
に
辛
い
こ
と
、
悲
し
い
こ

と
が
あ
っ
て
も
…
多
く
の
縁
あ
る
方
々
の
愛
情
に
支
え
ら
れ

て
今
の
自
分
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
」
と
い
う
一
節
が
あ

り
ま
し
た
。

今
必
要
な
こ
と
。
支
え
、
支
え
ら
れ
な
が
ら
の
絆
。
私
た

ち
の
振
る
舞
い
で
地
域
に
春
風
を
。
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坂井市社協福祉委員幹事会

福祉委員 匿名希望さん（三国町）に

聞 い て き た ざ ～

福祉委員をさせていただいて７年になりま

す。活動の過程で多くの仕事を学びました。

高齢者や障がいを持った方は、私自身の生き

る道しるべになりました。それは、福祉委員

活動を自己満足で終わらせてはいけないとい

う反省にもつながったのです。「してあげる」

この思いは心を結ぶ架け橋になりません。受

け手と送り手だけの関係でなく、同時代を生

きる人間同士としての感動を分かち合う、そ

れが福祉の心だと教えられたように思いま

す。   リポーター 三国町 高市 菊江

～福祉委員情報紙～

～江留中区とは～

私たち住む江留中区は、春江の中心的地域にあり、公共施設、大型ショッピングセンターな

どに近く、住みやすいところです。世帯数 326 戸、人口 1,043 人を超える集落です。昔か

ら住まれている方、新しく住民になられた方と一緒に、共生のとれた地区となっています。

ある日の様子

こ
こ
で
一
言

この日は春江中保育所の園児との

交流を行いました。園児の発表を聞

いたり、いっしょにレクリエーショ

ンをしたり、楽しいひとときを過ご

しました。



第 6 回坂井市社会福祉大会は、

平成 23 年 11 月 20 日（日）

ハートピア春江にて開催予定。

※「なんかやってま～す」は、ホームページでも掲載しています。 http://www.sakaicityshakyo.jp/

十
年
前
、
私
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
あ
る
施
設
を
訪
問
し
た
と
き
、

和
室
で
ご
ろ
ん
と
横
に
な
っ
て
テ
レ
ビ
を
見
て
い

る
男
性
が
い
ま
し
た
。
職
員
に
訪
ね
る
と
、「
こ
こ

ま
で
足
を
運
ん
で
利
用
者
と
テ
レ
ビ
を
見
る
。
私

た
ち
は
そ
れ
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
と
と
ら
え
て
い

る
」
と
の
こ
と
で
、
私
に
は
と
て
も
新
鮮
に
映
り

ま
し
た
。

こ
の
と
き
の
こ
と
が
私
の
福
祉
活
動
の
原
点
に

な
り
ま
し
た
。
今
、
私
は
福
祉
委
員
と
し
て
サ
ロ

ン
を
月
二
回
、
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
二
人
の
ス
タ
ッ

フ
と
と
も
に
「
自
分
が
利
用
者
だ
っ
た
ら
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
の
会
話

の
中
か
ら
情
報
を
吸
い
上
げ
、
福
祉
委
員
同
士
の

連
携
を
強
化
し
、
点
か
ら
面
へ
と
行
政
に
繋
い
で

い
き
、「
住
み
た
い
集
落
」
を
目
指
し
、
い
き
い
き

と
次
世
代
に
バ
ト
ン
を
渡
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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支え合いマップとは、どんなマップなのですか？

なぜ今、支え合いマップが必要とされるのですか？

年度の初めに区の福祉関係者（福祉委員・民生委員児童委員・区

長など）でマップづくりを行います。実際にその情報をもとに見守

りや支援が必要な方へ情報チラシなどを配って、つながりをつくる

ようにしている地区もありますよ。

自治会の福祉関係者同士で、区のなかで行われている支え合いの

状況を出し合い、住宅地図に落し込み「見える化」したものを支え

合いマップというそうですよ。

３月１２日に２期以上の福祉委員さんを対象に『レベルアップ研修会』を予定

しておりましたが、先般の東北関東大震災の影響により延期（5/22 予定）させ

ていただきました。今回は研修会のテーマであった“支え合いマップ”について

幹事さんに聞いてみましょう。

《キーワード》

支え合いマップ

先般の東北関東大震災や全国的な大雪災害などの際、行政からの

情報や支援を待つだけでなく、自分たちで協働し合うことがとても

大切だからだと思います。

自分たちの地域の支え合いの体制はどうなっているのか、またど

うしたらよいのかを、特に見守りが必要な方の支援を重点におき、

個人情報保護法をクリアしながら取り組める有効な方法だと思いま

すよ。

支え合いマップは、実際に地域でどう活かされるのですか？


